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その他

病院および一般診療所における
理学療法士・作業療法士の雇用について

The employment of the Physical therapist and the Occupational therapist

in a hospital and a general clinic

日下　隆一
Ryuuichi KUSAKA

　　　　

　近年，我が国の理学療法士および作業療法士数は増加傾向が顕著であり，2013

年 3 月現在，理学療法士約 1万人，作業療法士約 4千人が国家試験合格 1）に至っ

ている．したがって，その雇用状況の把握と分析は関係諸団体のみならず各教育

機関の責務でもある．そこで，厚生労働省の報告，調査を基に病院および一般診

療所における理学療法士と作業療法士数の増加率および予測値を地域別に求めた

結果，顕著な理学療法士・作業療法士間差と各地域間差が認められた．これらに

リハビリテーション医療の労働集約性を加味すると，病院においては未だ十分な

数とは言えず，一般診療所においては雇用促進が始まったばかりと考えられる状

況であり，医療機関における理学・作業療法士の雇用については，ここ数年来の

雇用状況が相当年数以上続くものと思われた．

キーワード■医療機関，理学療法士・作業療法士，雇用

はじめに

理学療法士および作業療法士（以下，理学・作業療法士）数は，1995 年頃より急速に増加

したことにより，供給過多とそれに伴う専門職としての質の低下が危惧されている 2～ 5）．しか

し，理学・作業療法士の供給過多の予測は 1987 年まで遡ることができ 6），1994 年には過剰時

代の論議が始まっている 7）．したがって，今日に至るまで係る問題に直面しながらも理学・作

業療法士の雇用の創出・拡大がなされてきたことになる．そこにはリハビリテーション医療の

拡充，高齢化社会への対応，市場（医療）経済における需要と供給といった諸要因があり，医

抄　録

1
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療的，社会的，経済的，政治的要請が相互に関連しながら影響を及ぼしてきたと考えられる．

このような時代と要請の変化に伴う理学・作業療法士数のあり方に関する報告は，1983 年の

報告 8）に始まり 2012 年の報告 9）まで，少なくても 70 以上を確認することができるが，今後

においても多面的，適時的，定期的な報告が求められているものと思われる．

そこで，今回，病院および一般診療所（以下，医療機関）の従事者の推移から，これからの

理学・作業療法士の雇用について考察することとした．

対象と方法

対象は，厚生労働省統計の「病院報告」10）および「医療施設調査」11）とし，対象期間は，3

年毎の調査については 1975 年，各年調査については 1996 年もしくは 1997 年から年報報告が

確定している 2011 年もしくは 2012 年とした．主たるデータ対象は，100 床当たり，一般診療

所当たり，一般診療所 1施設当たりの理学・作業療法士数の推移とし，これらから全国および

地域別の平均増減率と予測値を算出した．人数に関しては，すべて常勤換算値を用い，小数点

以下表示は厚生労働省報告に準じた．また，2011 年の福島県データについては震災前年の数

値を用いた．

統計処理は，StatVew5.0 を用い，解析は記述統計（平均，標準偏差），分散分析（有意差，

正規性の検定：K－ S法），回帰分析（予測値：多項式回帰）で，有意水準は 5％以下とした．

結　果

1　100床当たりにおける従事者数

100 床当たりの主たる従事者数（以下，従事者）は，1997 年から 2012 年の間で増加傾向を

示し，最も平均増加率が高かったのは作業療法士 12.6 ± 6.8％，次いで理学療法士 9.8 ± 5.3％，

保健師・助産師・看護師（以下，看護職）3.2 ± 1.3％，診療放射線技師・診療エックス線技師

（以下，X線技師）2.2 ± 3.0％，歯科医師を除く医師（以下，医師）1.8 ± 0.9％，薬剤師 0.8

± 2.2％，臨床検査技師・衛生検査技師（以下，検査技師）0.7 ± 3.0％の順であり，増加率は

理学療法士と作業療法士，理学・作業療法士と他の従事者との間に有意の差を認めた（図 1，

表 1）．

100 床当たりの理学・作業療法士数の推移を地域別にみると，理学療法士では四国，九州が

高位を，東北，北海道が低位を推移していた．作業療法士では，理学療法士と同様の傾向にあ

るが，近畿，関東が低位を示した．これを平均増減率でみると，全国では理学療法士 10.1 ±

3.3％，作業療法士 13.2 ± 5.0％の増加であり，理学療法士では北海道，関東，九州，中国，近

畿，四国，東北，中部，作業療法士では九州，北海道，中国，近畿，関東，四国，中部，東北

2
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の順であった（図 2，表 2）．また，地域間差は，理学療法士では北海道と近畿，四国，中部，

東北，作業療法士では九州と東北，中部に増減率に有意の差を認めた（図 2，表 2）．

2012 年現在，100 床当たりの従事者数は看護職が最も多く 47.6 人，次いで医師 12.9 人，理

学療法士 3.6 人，検査技師 3.2 人，薬剤師 2.8 人，X線技師 2.6 人，作業療法士 2.3 人であるが

（表 1），1997 年から 2012 年の人数の推移を基に 2025 年までの 100 床当たりの理学・作業療法

士数を予測すると，理学療法数が現在の約 2倍になるのは 2021 年，作業療法士では 2020 年で

あった（表 3）．

2　一般診療所における従事者数

一般診療所における従事者数は，3年毎の調査であるが 1975 年から 2011 年の間で増加傾向

を示し，最も平均増加率が高かったのは作業療法士 39.3 ± 52.6％，次いで理学療法士 25.8 ±

29.8％，検査技師 12.7 ± 9.2％，看護職 9.4 ± 9.8％，薬剤師 4.4 ± 18.2％，医師 2.3 ± 8.6％の

順であり，作業療法士は X線技師，医師，検査技師，薬剤師，理学療法士は医師，薬剤師の

図 1　100床当たりの従事者数の推移 10）より作成

表 1　100床当たりの従事者数の増減率と職種間差 10）より作成

人数 増減率（％） 従事者間差
1997 年 2012 年 平均 SD 平均値の差 ｐ値

OT 0.4 2.3 12.56 6.78 OT：PT 2.76 0.0352
PT 0.9 3.6 9.80 5.26 OT：X線技師 10.41 0.0001
看護職 29.6 47.6 3.23 1.33 OT：医師 10.78 0.0001
X線技師 1.9 2.6 2.16 3.00 OT：看護職 9.34 0.0001
医師 9.9 12.9 1.78 0.94 OT：薬剤師 11.78 0.0001
薬剤師 2.5 2.8 0.78 2.22 PT:X線技師 7.65 0.0001
検査技師 2.9 3.2 0.70 2.99 PT：医師 8.02 0.0001

PT:看護職 6.58 0.0001
PT:検査技師 9.10 0.0001
PT:薬剤師 9.02 0.0001

OT:作業療法士，PT:理学療法士

3
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間に有意の差を認めた（図 3，表 4）．

一般診療所の従事者数から，地域別に一般診療 1施設当たりの理学・作業療法士数を算出す

ると，その増減率は，理学療法士では九州，四国，中部，近畿，北海道，関東，東北の順であ

り，作業療法士では北海道，中国，四国，九州，東北，関東，近畿，中部の順であった（図 4，

図 2　地域別 100床当たり理学療法士（PT），作業療法士（OT)数の推移 10）より作成

表 2　地域別の 100床当たりの理学療法士（PT），作業療法士（OT）の増減率と地域差 10）より作成

PT増減率
（％） 地域間差 OT増減率

（％） 地域間差

平均 SD
平均値
の差 ｐ値 平均 SD

平均値
の差 ｐ値

北海道 12.55 5.21 九州 14.82 4.01 
関東 11.14 2.53 北海道：近畿 -2.957 0.0134 北海道 14.11 8.00 
九州 10.31 3.34 北海道：四国 -0.374 0.0049 中国 14.10 5.10 九州：東北 3.93 0.0315
中国 10.24 3.34 北海道：中部 -3.669 0.0023 近畿 14.09 5.59 九州：中部 3.68 0.0435
近畿 9.59 2.15 北海道：東北 -3.436 0.0042 関東 13.94 4.64 
四国 9.17 2.41 四国 12.59 3.20 
東北 9.11 3.83 中部 11.14 4.48 
中部 8.88 1.47 東北 10.90 2.36 

（1997 年～ 2012 年）

表 3　100床当たりの理学療法士（PT），作業療法士（OT）数の予測値
年 全国 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州

PT OT PT OT PT OT PT OT PT OT PT OT PT OT PT OT PT OT
2015 4.7 3.1 3.5 2.7 3.3 2.8 4.5 2.8 4.5 3.0 4.8 2.6 4.6 3.5 5.5 3.4 5.4 3.8 
2016 5.1 3.3 3.8 2.9 3.6 3.1 4.9 3.1 4.9 3.3 5.2 2.8 5.0 3.8 5.9 3.7 5.9 4.2 
2017 5.5 3.6 4.1 3.1 3.9 3.4 5.4 3.4 5.2 3.5 5.6 3.1 5.5 4.1 6.4 4.0 6.4 4.6 
2018 6.0 3.9 4.4 3.3 4.3 3.6 5.8 3.6 5.6 3.8 6.1 3.3 5.9 4.4 6.9 4.3 7.0 5.0 
2019 6.4 4.3 4.7 3.6 4.6 3.9 6.3 3.9 6.0 4.0 6.5 3.5 6.4 4.7 7.4 4.6 7.5 5.4 
2020 6.9 4.6 5.0 3.8 4.9 4.2 6.8 4.3 6.5 4.3 7.0 3.8 6.9 5.1 7.9 4.9 8.1 5.9 
2021 7.4 5.0 5.3 4.1 5.3 4.6 7.3 4.6 6.9 4.5 7.5 4.1 7.4 5.5 8.5 5.2 8.7 6.3 
2022 8.0 5.3 5.6 4.4 5.7 4.9 7.9 4.9 7.4 4.8 8.0 4.4 7.9 5.8 9.0 5.6 9.4 6.8 
2023 8.5 5.7 5.9 4.6 6.1 5.2 8.4 5.3 7.8 5.1 8.6 4.7 8.4 6.2 9.6 5.9 10.0 7.3 
2024 9.1 6.1 6.3 4.9 6.5 5.6 9.0 5.6 8.3 5.4 9.2 5.0 9.0 6.6 10.2 6.3 10.7 7.8 
2025 9.7 6.5 6.6 5.2 6.9 6.0 9.6 6.0 8.8 5.7 9.7 5.3 9.6 7.0 10.9 6.7 11.4 8.4 

（2012 年の病床数を基に推計）
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表 5）．地域間差は，理学療法士では九州および四国と他の地域の間，作業療法士では関東，

近畿を中心に他の地域との間に有意の差を認めた（図 4，表 5）．

1975 年から 2011 年までの一般診療所 1施設あたりの理学・作業療法士数から，2026 年まで

の理学・作業療法士数を予測すると，2026 年であっても理学療法士で一般診療所 1施設当た

り約 0.3 人，作業療法士に至っては約 0.1 人であり，地域間差も顕著であった（表 6）．

図 3　一般診療所における従事者数の推移 11）より作成

表 4　一般診療所の従事者の増減率と差 11）より作成

従事者数 増減率（％） 従事者間差
1975 年 2011 年 平均 SD 平均値の差 ｐ値

OT 86.0 2,406.8 39.34 52.57 OT：X線技師 31.04 0.0031 
PT 924.0 9,820.7 25.82 29.83 OT：医師 37.08 0.0005 
検査技師 3,215.0 13,056.5 12.74 9.16 OT：検査技師 26.61 0.0106 
看護職 37,720.0 105,244.8 9.35 9.84 OT：薬剤師 34.92 0.0009 
X線技師 4,286.0 10,673.9 8.30 9.51 PT：医師 23.56 0.0230 
薬剤師 4,538.0 6,359.1 4.42 18.24 PT：薬剤師 21.40 0.0383 
医師 95,730.0 119,873.1 2.26 8.59 

OT:作業療法士，PT:理学療法士

図 4　地域別の一般診療所 1施設当たり理学療法士（PT），作業療法士（OT）数の推移 11）より作成

5
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考　察

日本の医療提供体制に影響を与える要因は，人口構成の変化，疾病構造の変化，低調な日本

経済，医学の進歩，国民医療費（以下，医療費）の高騰，医療専門職不足等であり，これらは

相互に関連している．日本の人口は，今回，予測値として設定した 2025 年までをみたとき，

全体的には減少傾向を示すが，65 歳以上の高齢者が占める割合は増加し，15 歳～ 64 歳（生産

年齢人口）の割合は減少するとされている 12）．この生産年齢人口の減少は，国内総生産（GDP）

低下 13）へ，高齢者の増加は疾病構造の変化や老人医療費の高騰へと繋がる．また，医療費の

高騰に医学の進歩は決して無関係ではなく，医療専門職不足にも関連している．このような状

況にあって結果的な医療費の高騰をどのように抑制するかは，1970 年代初頭からの政策的課

題でもあった 14，15）．したがって質の高い医療の提供と医療費抑制という枠組みの中で，医師・

看護師数，病床と病床数，病院数，平均在院日数，保険制度（介護保険，後期高齢者医療制度

等），診療および介護報酬，在宅医療等々に関わる政策，指導等が行われてきたと考えられる．

これらはいずれも理学・作業療法士の雇用に直結するものであるが，近年の医療機関数と病床

数に関しては，病院数に比較して病床数の減少率は低く，一般診療所の病床数は急速に減少し．

一般診療所数は増加傾向にある（表 7）．その他の要因も含めて今後の理学・作業療法士の雇用

に好影響を及ぼすものは多いが，近年の高齢者のリハビリテーション医療費の急騰もあり 16），

表 5　地域別の一般診療所 1施設当たり理学療法士（PT），作業療法士（OT）数の増減率と地域差 11）より

PT増減率（％） OT増減率（％） PT地域間差 OT地域差
平均 SD 平均 SD 地域 ｐ値 地域 ｐ値

九州 0.09 0.054 北海道 0.02 0.010 九州：関東 0.0067 関東：四国 0.0231 
四国 0.09 0.043 中国 0.02 0.007 九州：近畿 0.0168 関東：中国 0.0088 
中国 0.06 0.028 四国 0.02 0.012 九州：中部 0.0343 関東：北海道 0.0101 
中部 0.05 0.031 九州 0.02 0.004 九州：東北 0.0012 近畿：四国 0.0242 
近畿 0.05 0.016 東北 0.02 0.007 九州：北海道 0.0115 近畿：中国 0.0093 
北海道 0.04 0.027 関東 0.01 0.005 四国：近畿 0.0347 近畿北海道 0.0106 
関東 0.04 0.024 近畿 0.01 0.004 四国：東北 0.0028 九州：中部 0.0321 
東北 0.03 0.012 中部 0.01 0.005 四国：北海道 0.0244 四国：中部 0.0135 

四国：関東 0.0147 中国：中部 0.0050 
中部：北海道 0.0057 
（1996 年～ 2011 年）

表 6　地域別の一般診療所 1施設当たり理学療法士（PT），作業療法士（OT）数の予測値

予測年 全国 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州
PT OT PT OT PT OT PT OT PT OT PT OT PT OT PT OT PT OT

2014 0.13 0.03 0.12 0.05 0.06 0.03 0.12 0.03 0.14 0.02 0.10 0.02 0.13 0.04 0.19 0.05 0.23 0.05 
2017 0.17 0.04 0.16 0.06 0.07 0.03 0.16 0.03 0.19 0.03 0.13 0.03 0.17 0.04 0.23 0.06 0.29 0.06 
2020 0.22 0.05 0.20 0.07 0.09 0.04 0.21 0.04 0.24 0.04 0.17 0.04 0.21 0.05 0.28 0.06 0.36 0.08 
2023 0.27 0.05 0.25 0.08 0.10 0.05 0.27 0.05 0.30 0.04 0.21 0.05 0.26 0.05 0.33 0.07 0.44 0.10 
2026 0.33 0.06 0.31 0.09 0.12 0.05 0.33 0.06 0.37 0.05 0.26 0.06 0.31 0.06 0.39 0.08 0.52 0.12 

（2012 年の一般診診療所数を基に推計）
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診療報酬改定においてその率の抑制が理学・作業療法士の雇用抑制に繋がる可能性は残る．

医療は労働集約的な産業であり，医療費の 50％近くを人件費が占めている 17）．したがって

医療の質の向上には多くの専門職の関わりが不可欠であり，なかでも医師，看護職，リハビリ

テーション専門職はその最たるものである．その意味で現在の医療機関における看護職と理

学・作業療法士数の増加は，時代に相応したものであるが，2012 年現在の 100 床当たり PT3.6

人，OT2.3 人は極めて少ない人数であり，全ての一般診療所に理学・作業療法士が必要ではな

いにしても 1施設当たり人数は云々できる状況とは言い難いほどの少人数である．今回，医療

機関における理学・作業療法士の増加率が他の医療専門職に比べて突出していることが分かっ

たが，これは顕著な地域差も考慮すると近い将来における充足を危惧するものではなく，リハ

ビリテーション医療の質の向上とその均一性を目指していると考えるべきであろう．ただ，

100 床当たり，一般診療所 1施設当たりの理学・作業療法士数を規定することは困難であり，

適正数は諸要因や時代に左右されること，多様な予測法が存在すること，遠い将来を予測する

ことの危険性など考慮した上で今回の予測値を解釈すると，一定水準のリハビリテーション医

療の質を確保するには約 10 数年が必要と考えられる．この理学・作業療法士の雇用に影響を

与える要因は多く，その第一は，リハビリテーション対象疾患の拡大であろう．昭和 40 年代，

小児身体障害や精神障害等に始まった対象疾患は，時代と共に変化してきた．病症分類による

推計患者数を 1996 年と 2011 年で比較すると，上位 15 以内に神経系の疾患，呼吸器系の疾患，

循環器系の疾患，損傷・中毒及びその他の外因の影響，内分泌・栄養及び代謝疾患，筋骨格系

及び結合組織の疾患，新生物，精神及び行動の障害，先天奇形，変形及び染色体異常が含まれ

ており 18），これらの疾患は現在ではリハビリテーション医療の対象となっている．第二は，リ

ハビリテーション件数の現状である．2012 年社会医療診療行為別調査 19）によれば，リハビリ

テーション件数の 50％以上が脳血管疾患等リハビリテーション，運動器リハビリテーション

が約 40％，心大血管疾患リハビリテーションと呼吸器リハビリテーションを併せて数％とい

表 7　施設数および病床数とその増減値 11）より

数 増減率
1996 年 2012 年 平均 SD

施設数
　　病院 9,490 8,565 -0.64 0.20 
　　一般診療所 87,909 100,152 0.82 0.59 

　　人口 10 万対病院 7.5 69.8 -0.70 0.70 
　　人口 10 万対一般診療所 6.7 78.5 0.74 0.52 

病床数
　　病院 1,664,629 1,578,254 -0.33 0.22 
　　一般診療所 246,779 125,599 -4.12 1.47 

　　人口 10 万対病院 1,322.6 1,237.7 -0.41 0.24 
　　人口 10 万対一般診療所 196.1 98.5 -4.20 1.44 

7
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う状況であり，心疾患や呼吸器疾患への対応は十分とは言えない．高齢者の増加に伴う慢性閉

塞性肺疾患を主とした呼吸器疾患，心筋梗塞等の心疾患，術前・術後を含むがん患者のリハビ

リテーションなどへの対応には，新たな理学・作業療法士の雇用は必然的な状況と言える．第

三は，リハビリテーションステージにおける切れ目のないリハビリテーション提供の促進であ

ろう．回復期リハビリテーション病棟の新設が理学・作業療法士の雇用に極めて大きな好影響

を及ぼしたことは確かであり，今後も雇用は継続すると考えられるが，急性期や維持期におけ

る雇用は回復期とは比較にならないように思われる．ただ，第 221 回中央社会保険医療協議会

資料には早期（急性期），維持期リハビリテーションの評価が挙げられており 20），急性期，回

復期，維持期の全てのリハビリテーションステージで，質の高いリハビリテーション医療が切

れ目なく提供されるためには理学・作業療法士の雇用促進は必然的である．その他としては，

これまでの整形外科系診療所における雇用から神経内科，脳神経外科等の診療所における雇用

が進展していること 21），医療機関における併設事業や在宅医療への取り組みが進展しているこ

と 11）等々がある一方，日本理学療法士・作業療法士協会の全会員数の約 10％は結婚，出産，

子育て等から休会会員となる現状 22，23），ここ 6年間の作業療法士国家試験合格者率が 77.5 ±

4.4％と低調な状況 24）などは，理学・作業療法士の雇用に複雑な影響を与えている．最後に，

2000 年の柔道整復師養成施設不指定処分取消請求事件の判決 25）以後，国が医療関係専門学校，

大学の厳しい設置基準を改め届出制とした結果，リハビリテーション専門職養成施設が急増し

た経緯がある．これは理学・作業療法士数の増加からすれば根幹的な問題であるが，自由市場

経済の領域の問題でもあり，養成施設の意思は市場に委ねられている．したがって，市場に相

応した理学・作業療法士数という概念が働くものと考えられる．

理学・作業療法士の雇用に関して，最も重要なものは関連団体による雇用の創出に対する努

力である．現在と近い将来における理学・作業療法士の雇用は順調に推移するとしても，その

限界は必ずやってくると考えなければならない．リハビリテーション医療の質の向上を勘案す

れば，救急（急性期）や在宅専門さらには心疾患・呼吸器疾患専門セラピストの育成と配置，

回復期リハビリテーション病棟の拡充，新たな維持期リハビリテーションシステムの構築，訪

問リハビリテーションステーション（仮称）等を実現させる必要がある．

まとめ

理学・作業療法士の雇用について，近年の医療機関における理学・作業療法士数の推移，増

減率，予測値から分析した結果，理学・作業療法士は他の従事者よりも増加率が高く推移して

いるが，地域差が認められた．また，医療機関における理学・作業療法士の適正数を規定する

ことは出来ないが，リハビリテーション医療の質を問える人数と言える状況ではなく，とりわ

け一般診療所にそれが著明であった．さらに，現在の医療機関における理学・作業療法士数が

8
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約 2倍に達するには，現状の増加率で十数年以上が必要であることが分かった．
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その他

介護保険領域における
理学療法士・作業療法士の就業について

For employment of physical therapist and occupational therapists 

in long-term care insurance domain.

日下　隆一
Ryuuichi KUSAKA

　　　　

　理学療法士と作業療法士の介護保険領域における就業状況を「介護給付費実態

調査報告」および「介護サービス施設・事業所調査」から調べた結果，教育，介

護費，業務内容，社会的影響，就業意識等々が介護保険領域への理学療法士と作

業療法士の就業に影響を与えているものと考えられた．介護保険領域における理

学療法士と作業療法士の就業促進には，これらの要因を加味した対応とその実践

が重要であると思われた．

はじめに

日本の高齢化は急速であり，それに対応する高齢者保健福祉政策は，昭和 38 年（1963 年）

「老人福祉法」に始まり，昭和 57 年（1982 年）「老人保健法」，昭和 64 年（1989 年）「ゴール

ドプラン」，平成 6年（1994 年）「新ゴールドプラン」を経て，平成 12 年（2000 年）の「介護

保険」施行に至っている 1）．この介護保険目的は，「高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援」

であるが，平成 23 年（2011 年）の介護保険法改正で，可能な限り住み慣れた地域で生活を継

続することができるような包括的な支援・サービス提供体制の構築を目指す「地域包括ケアシ

ステム」が明記された．この「地域包括ケアシステム」の構成要素は，「住まい，生活支援，

介護，医療，予防」とされてきたが，これをより詳しく表現するならば，「介護・リハビリテー

ション，医療・看護，保健・予防，福祉・生活支援，住まいと住まい方」2）となり，リハビリ

テーションは，医療保険のみならず介護保険においても重要な役割を果たさなくてはならな

い．

そこで，リハビリテーション専門職の一翼を担う理学療法士・作業療法士（以下，理学・作

抄　録

1
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業療法士）とその周辺職種の介護保険領域における就業状況から，介護保険における理学・作

業療法士のあり方を考察することとした．

対象と方法

対象は，厚生労働省「介護給付費実態調査報告」3）および「介護サービス施設・事業所調

査」4）とし，対象期間は，初期状況および報告，調査データ年の一致を勘案し平成 14～24 年

（2002～2012 年）の 10 年間とした．主たるデータは「要介護・要支援認定者数（以下，認定

者数）」「介護サービス受給者数（以下，受給者数）」「介護サービス件数（以下，サービス件

数）」「介護サービス施設・事業所従事者数（以下，施設・事業所従事者数）」とし，実数とそ

の増減率から経過年および専門職間の比較検討を行った．専門職名，各種分類，小数点以下表

示等は，各報告および調査記載に準じた．

統計処理は，StatVew5.0 を用い，解析は記述統計（平均，標準偏差），分散分析（有意差，

正規性の検定：K-S法）で，有意水準は 5％以下とした．

結　果

1　認定者数，受給者数，サービス件数

平成 14 年から 24 年の 10 年間で，認定者総数は約 230 万人，受給者総数は約 229 万人，サー

ビス総件数は約 609 万件増加しているが，それぞれの増加率は約 56％，58％，54％であった

（表 1）．また，対前年度増減率（以下，増減率）は，認定者総数，受給者総数，サービス総件

数の間で有意の差を認めなかった（表 1）．しかし，その増減率は，前半急減，後半増加の傾

向が認められた（図 1）．

表 1　認定者総数，受給者総数，サービス総件数とその増減率
（平成 14～24年介護給付費実態調査報告より）

14 年 24 年 増減率
認定者総数（単位：千人） 29,827 53,056 56.2
受給者総数（単位：千人） 31,796 54,687 58.1
サービス総件数（単位：千件） 72,718 133,654 54.4

平均値の差 ｐ値 有意差
認定者総数：受給者総数 -0.4 0.8256 NS

認定者総数：サービス総件数 -0.3 0.8521 NS

受給者総数：サービス総件数 0.7 0.6845 NS

認定者総数：要介護・要支援認定者総数，受給者総数：介護サービス受給者総数
NS : Not Significant

2
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2　平成 24年のサービス件数および従事者数とその割合

平成 24 年のサービス件数とその割合を降順で並べると，割合が 10％を超えるのは居宅介護

支援・介護予防支援が約 28％，通所介護が約 15％，福祉用具貸与が約 14％，訪問介護が約

13％であり，これらの合計は約 70％であった．平成 18 年からの地域密着型サービスや平成 24

年からの定期巡回・随時対応型訪問介護看護や複合型サービス等の割合が少ないことは必然的

であるが，代表的なリハビリテーションサービスである通所リハビリテーションは約 5％，訪

問リハビリテーションに至っては 0.7％であった（表 2）．このような状況は，平成 14 年から

のサービス件数の推移においても同様であり，居宅介護支援・介護予防支援，通所介護，福祉

用具貸与，訪問介護の件数と伸び率は他のサービスと明らかに異なっていた（図 2）．
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図 1　増減率の推移（介護給付実態調査報告より）
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図 2　サービス件数の推移　（平成 12～ 24年介護給付費実態調査報告より）
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平成 24 年のサービス施設・事業所における常勤換算従事者数（常勤）とその割合をみると，

割合が 10％を超えるのは介護職約 60％，看護職約 14％となり，この二つの職種で全体の約

74％を占めていた．一方，理学療法士は 2％，作業療法士は約 1％，機能訓練指導員としての

看護職は約 2％，柔整等は 0.4％であった（図 3）．

図 3　平成 24年常勤換算従事者数（常勤）とその割合（平成 24年介護サービス施設・事業所調査より）

表 2　平成 24年　全サービス件数とその割合
（平成 24年介護給付費実態調査報告より）

サービス 件数
（単位千件）

割合
（％）

居宅介護支援・介護予防支援 37,802 28.3
通所介護 19,831 14.8 
福祉用具貸与 18,320 13.7
訪問介護 17,089 12.8
居宅療養管理指導 6,979 5.2
通所リハビリテーション 6,351 4.8
介護福祉施設サービス 5,673 4.2
介護保健施設サービス 4,140 3.1
短期入所生活介護 3,937 2.9
訪問看護 3,921 2.9
認知症対応型共同生活介護 2,065 1.5
特定施設入居者生活介護 2,037 1.5
訪問入浴介護 974 0.7
訪問リハビリテーション 948 0.7
介護療養施設サービス 903 0.7
小規模多機能型居宅介護 824 0.6
認知症対応型通所介護 733 0.5
短期入所療養介護 658 0.5
地域密着型介護老人福祉施設サービス 299 0.2
夜間対応型訪問介護 94 0.1
地域密着型特定施設入居者生活介護 60 0.04
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 11 0.01
複合型サービス 4 0.003

4
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3　理学・作業療法士の就業状況

理学・作業療法士の就業人数が最も多い施設は，介護老人保健施設であり，平成 24 年現在

理学療法士は約 5，400 人，作業療法士は約 4，300 人が就業している．通所リハビリテーショ

ンへの関わりを除くと次いで訪問看護ステーションとなるが，理学療法士は約 3，000 人であ

るのに対し作業療法士は約 1，400 と半数以下であった．通所介護は平成 14 年と比較すると作

業療法士で約 9倍，理学療法士で約 11 倍の就業状況であり，年毎の増減率でも其々約 26％，

約 29％と高く，理学・作業療法士の就業が急速に進んでいた．この通所介護は，柔道整復師

およびあん摩マッサージ指圧師（以下，柔整等）の就業も進んでおり，倍率では理学・作業療

法士と同様な状況にあった．また，少ないながらも多岐にわたる介護サービス施設・事業所へ

理学・作業療法士の就業が進んでいた（表 3）．

表 3　理学療法士，作業療法士，柔整等の倍率，増減率，増減平均数
（平成 14～24年介護サービス施設・事業所調査より）

14 年又は
開始年
（＊1）

24 年
（＊2） 倍率

年毎の
増減率
平均

標準
偏差

年毎の
増減

標準
偏差

理学療法士
通所介護 132 1,492 11.3 28.7 19.6 487.5 414.4
特定施設入居者生活介護 25 185 7.4 34.8 24.3 86.5 53.9
短期入所生活介護 50 272 5.4 19.3 14.8 122.4 80.8
通所リハ（老健） 647 3,255 5.0 18.1 13.3 1,923.3 853.9
訪問看護ステーション 699 3,045 4.4 16.4 11.8 1,579.5 679.5
介護老人福祉施設 136 480 3.5 6.4 6.8 234.7 121.1
通所リハ（医療施設） 975 3,279 3.4 13.0 4.9 1,913.2 760.7
介護老人保健施設 2,035 5,405 2.7 10.3 3.3 3,595.4 1,126.9
認知症対応型通所介護 20 21 1.1 3.5 27.5 21.5 3.0
介護療養型医療施設 2,546 2,334 0.9 -0.8 4.7 2,623.3 179.4

作業療法士
通所介護 91 831 9.1 25.8 17.7 311.9 216.8
特定施設入居者生活介護 16 134 8.4 38.0 3.1 63.9 40.4
短期入所生活介護 47 208 4.4 16.7 12.3 105.5 58.2
訪問看護ステーション 346 1,419 4.1 15.9 13.1 775.2 300.2
介護老人福祉施設 102 393 3.9 14.0 10.8 211.2 106.7
通所リハ（老健） 594 2,236 3.8 14.6 10.7 1,500.0 535.0
介護老人保健施設 1,919 4,343 2.3 8.6 5.6 3,342.2 813.5
通所リハ（医療施設） 755 1,364 1.8 6.1 2.9 1,039.0 201.4
認知症対応型通所介護 29 51 1.8 12.1 6.9 37.7 7.8
介護療養型医療施設 1,113 1,226 1.1 1.2 6.8 1,319.3 89.5

柔整等
通所介護 326 2,979 9.1 9.6 7.9 1,311.7 738.7
短期入所生活介護 118 351 3.0 12.0 10.6 236.5 85.1
特定施設入居者生活介護 108 271 2.5 14.4 10.3 119.9 56.5
介護老人福祉施設 414 710 1.7 14.7 8.6 571.5 98.2
認知症対応型通所介護 43 44 1.0 4.8 3.7 45.2 2.7

倍率：（＊2）／（＊1），通所リハ：通所リハビリテーション，柔整等：柔道整復師，あん摩マッサージ指圧師
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4　機能訓練指導員としての理学・作業療法士の就業状況

各介護サービス施設・事業所における機能訓練指導員数の割合は，通所施設が約 8％であっ

たがその他では 1.8～4.5％であった．この機能訓練指導員の構成は理学・作業療法士，柔整等，

看護師および准看護師（以下，看護職）であるが，平成 24 年の調査報告より看護職の記載が

なされている．その結果，平成 24 年では其々の介護サービス施設・事業所の全機能訓練指導

員に対して看護職の占める割合は，約 63％～84％となっていた．したがって，理学・作業療

法士の占める割合は低く，理学療法士で平均 8.2％，作業療法士で平均 7.1％となるものの柔整

等の割合は平均 10.3％であった（表 4）．

5　増減率からみた理学・作業療法士と介護職員および看護職の就業比較

介護職員および看護職数と理学・作業療法士数の差は明らかであり，その影響はうけるもの

の平成 14 年から 24 年までの理学・作業療法士数および柔整等の平均増減率は約 15％で，理学

療法士と看護職および総従事者，作業療法士と看護職の増減率には有意の差を認めた（表 5）．

表 4　平成 24年常勤換算従事者（常勤）における機能訓練指導員とその構成専門職の人数と割合
 （平成 24年介護サービス施設・事業所調査より）

機能訓練指導員 理学療法士 作業療法士 看護職 柔整等
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

通所介護 13,848 7.8 1,492 10.8 831 6.0 9,010 65.0 2,438 17.6
介護老人福祉施設 4,296 1.8 480 11.2 393 9.1 2,677 62.3 245 5.7
短期入所生活介護 2,925 2.3 272 9.3 208 7.1 2,067 70.7 351 12.0
特定施設入所者生活介護 1,650 2.2 185 11.2 134 8.1 1,048 63.5 271 16.4
認知症対応型通所介護 748 4.5 21 2.8 51 6.8 629 84.1 44 5.9
介護老人福祉施設 372 2.2 21 5.6 27 7.3 297 79.8 25 6.7
特定施設入居者生活介護 89 3.2 6 6.7 4 5.0 72 80.1 7 7.9

看護職：看護師および準看護師，柔整等：柔道整復師，あん摩マッサージ指圧師

表 5　職種別常勤換算従事者（常勤）の増減率とその比較
 （平成 14～ 24年介護サービス・事業所調査より）

増減率 平均値
の差 ｐ値 有意差

平均 標準偏差
理学療法士 15.0 16.5 理学療法士：作業療法士 -0.23 0.9316
作業療法士 14.7 15.7 理学療法士：柔整等 -3.98 0.9063
柔整等 15.4 17.6 理学療法士：介護職員 4.264 0.1121

理学療法士：看護職 9.3 0.0004 Ｓ
理学療法士：総従事者 5.28 0.0438 Ｓ

介護職員 10.7 20.4
看護職 5.7 18.9 作業療法士：介護職員 4.034 0.1328

作業療法士：看護職 9.07 0.0006 Ｓ
作業療法士：柔整等 -0.629 0.8527

総従事者 9.7 19 作業療法士：総従事者 5.05 0.0527

柔整等：柔道整復師，あん摩マッサージ指圧師，S:Significant
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考　察

理学・作業療法士は，年間約 1万 5千人が国家試験に合格するが，その殆どは医療保険領域

での就業 5）を目指し，介護保険領域での就業はわずかである．その実数の把握は，介護保険施

行前に既に認可を受けている事業所が行うサービスについては指定居宅サービス事業者申請を

行わなくても指定を受けたものとみなす所謂「みなし指定」により同一事業所が医療保険と介

護保険の双方を算定することができるため介護保険領域に限定した理学・作業療法士の実数を

把握することは出来ないものの，平成 24 年現在で介護保険サービスに関わる理学療法士数は，

約 1万人，作業療法士で 8千人程度と推測される（表 3）．これは，おおむね全理学療法士の

約 10％，作業療法士で約 15％にあたる．また，平成 14 から 24 年における主要事業所の年毎

の理学・作業療法士平均増加率は，約 13％程度（表 3）であり，平成 24 年介護保険に関わっ

た全就業者において理学療法士は 2％，作業療法士が 1.3％（図 3）である．さらに，機能訓練

指導員としての理学・作業療法士は，平成 24 年では機能訓練指導員の約 17％（表 4）を占め

ているのが現状である．理学・作業療法士といった専門職が介護保険におけるリハビリテー

ションを直接的に支えているわけではないが，このような状況が質の高いリハビリテーション

サービスの提供に繋がるとは考えられない．確かに，これまで通りの医療保険領域における理

学・作業療法士の就業が疑問視される状況 6）にあって，介護保険領域における理学・作業療法

士の就業は増加するもと思われるが，これまで介護保険領域における理学・作業療法士の就業

が進展してこなかった要因を考えることも重要である．

その要因の一つは，理学・作業療法士の専門職としての成り立ちにあると考えられる．理学

療法と作業療法は古来より別々に発達してきた領域であり，理学療法は物理医学 7），作業療法

は精神医学 8）を基に治療医学として発展してきた．また理学・作業療法士を育成に関わる「理

学療法士作業療法士学校養成施設指定規則」は，医学としての性格が顕著であり，とりわけ実

習時間の 2/3 は病院又は診療所で行うことが規定されている．医学を科学・パラダイムとする

ならば医療は医学を基本とした多くの専門職の行為の総体であり，リハビリテーション医学の

みならずリハビリテーション医療とその実践が現在に求められているはずである．これまで理

学・作業療法士教育は，その方向性は示されているものの現実は十分とは言えず，その結果の

一端として学生は，医療機関での就業を選択してきたものと考えられる．ただ，多くの理学・

作業療法士養成校が，地域リハビリテーション論，地域理学療法論，生活環境論，ICF（国際

生活機能分類）論，リハビリテーション連携論等々を重要視していることに加えて，医療機関

による介護老人保健施設を初めとした老人を対象とした施設や訪問看護ステーション，居宅介

護支援事業所等の併設の進展から，医療機関へ就業した理学・作業療法士が係る施設の業務に

必然的に関わる状況は必然的に増加し，今後，介護保険領域という領域を超えた業務形態の展

開が予測されるところである．
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その一方で，介護費の増加という反面がある．認定者数，受給者数，サービス件数は，介護

保険開始当初は 10％を超える増加であったが，平成 18 年頃より其々約 4～5％程度の増加と

なっている（表 1，図 1）．しかし，サービス件数は件数自体が多く，結果的に介護費の増加に

繋がっており，平成 12 年に 3.6 兆円であった介護費は平成 24 年では 8.9 兆円に増加，さらに

この平成 24 年を基にした場合，10 年後には約 20 兆円程度になるものと予測されている 1）．介

護保険は，保険料（50％）と公費（国庫負担金 20％，都道府県負担金 12.5％，市町村負担金

12.5％，調整交付金 5％）という仕組みがあり，介護費の高騰は被保険者のみならず各自治体

の財政に影響を及ぼすことになる．したがって，「37％参酌標準」と「総量規制」によって介

護保険事業所は，規制を受けてきたが，いずれも平成 22 年に撤廃が閣議決定されており，自

治体の根強い反対はあるものの民間事業者の参入と相まって規制緩和が進展するものと思われ

る．しかし，一部介護ビジネス市場となるサービスもあるが自治体は，質の高い介護サービス

の提供と財政の圧迫という矛盾，被保険者は保険料の高騰という状況は避けられないことにな

る．ただ，これまで訪問リハビリテーションや通所リハビリテーションさらには介護保険施設

サービスといった比較的多くの理学・作業療法士が関わるサービスだけに限らず，認定者の状

況に合った質の高いリハビリテーションを広く提供することを念頭に，リハビリテーション効

果を関連職種と共に検証しながら，自治体と認定者に評価されるような努力が計画的に積み重

ねてこなかったような帰来は否めない．

リハビリテーション医療は，当初，「急性期，亜急性期，慢性期」とった医学のステージを

そのまま使用していたが，「急性期，回復期，維持期」となり，現在では維持期は，生活期と

される状況に至っている．このようにステージの確定は有益であるが，問題は各ステージで提

供される理学療法・作業療法の内容である．生活期リハビリテーションにおいても「地域社会

への参加」を短期目標しているケースが少なく，実施内容が「関節可動域訓練」「筋力増強」

「歩行訓練」といったような運動機能に関するものが多いとの指摘もある 10）．理学・作業療法

士の提供する理学療法と作業療法は急性期でも回復期でも生活期でも同様の内容ではないかと

いう意味の指摘は以前からのものであり，リハビリテーションに関わる諸団体の大きな課題の

一つであった．ただ，同じ専門職からすれば，其々のリハビリテーションステージでの実施内

容が異なることは明白であるものの表現が同一になるというジレンマ，作業療法士の専門性の

発揮等の問題があるものと思われる．これらは，急性期理学療法（作業療法），回復期理学療

法（作業療法），生活期理学療法（作業療法）といった明確な分類とそれに伴う対応の遅れと

言えるのかもしれない．全てのステージで提供されるリハビリテーションサービスが，其々の

専門性に鑑み内外から評価されるためには，提供内容を明確に表現する言葉についても再考の

余地があるものと考えられる．

理学・作業療法士の介護保険領域の業務の認識にも若干の問題がある．「平成 22 年介護従事

者処遇状況調査」11）の勤務形態，年齢，勤続年数，性別，職位からみると介護保険領域の理
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学・作業療法士は少なからず多様な社会的影響を受けると同時に，それを許容せざるを得ない

状況にあるものと思われる．また，同時にそのような要因が介護保険領域の理学療法，作業療

法を医療施設におけるそれと次元の異なるものとの認識を助長しているようでもある．確かに，

介護保険領域では，患者・対象者の身体状況は安定しており，理学療法若しくは作業療法の難

易度は下がるかもしれないが，介護保険領域の業務は安易であるとの認識があるのであれば是

正に努めなければならない．認識の問題は，通所介護に関わる理学・作業療法士の急増である

（表 3）．通所介護事業所に就業する理学・作業療法士は，平成 14 年と比較して 24 年では理学

療法士約で 11 倍，作業療法士で約 9倍，柔整等で約 10 倍である．介護保険領域の理学・作業

療法士の就業増加は推進しなければならないが，通所介護に限っての増加は批判の対象となり

易い．実際，次期介護報酬改定に際しては通所介護に対する指摘が多い 12，13）．この問題で重

要なのは，理学・作業療法士以外による機能訓練型デイサービス，リハビリテーション特化型

デイサービス，リハビリテーションデイサービス等々である．名称にも問題はあるが何よりも

収益が最大の要因で急増しているとすれば，少なからず関連専門職からの批判を受けることと

なるが，理学・作業療法士による質の高い内容であれば推進は当然であろう．したがって，関

連団体は通所介護に関わる情報収集と必要に応じた対応が求められる．

まとめ

介護保険領域の理学・作業療法士の就業は，確実に進展しているがその速度は緩やかである

感は否めない．その要因は，理学・作業療法士の教育，介護費の高騰，リハビリテーションス

テージにおける理学療法と作業療法内容，介護保険領域において理学・作業療法士が受ける社

会的影響や理学・作業療法士の意識等々が考えられたが，地域包括ケアシステムの推進にリハ

ビリテーションは重要な領域であり理学・作業療法士の役割も同様であるところから，状況の

把握と分析，専門職としての社会的承認への努力等をもって積極的に取り組む必要がある．
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85 1050 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

86 3033 3 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

87 313 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

88 445 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

89 1-38-5 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

90 1389 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

91 137-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

92 1103-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

93 3-2128-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

94 70 1 65 1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

95 897-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

96 2651 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

97 532-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

98 685-1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

99 6-100-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

100 71-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

101 1324-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

102  2-13-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

103 3-1-13 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

104 3-1-8 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

105 3-3-10 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

106 2-21-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

107 2-9-2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

108 AOI 2-9-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

109 2-58 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

110 1182 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

111 1-7-33 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

112  3-51-6 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2
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1 1 1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

2 18 3 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

3 1-54 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

4 22-1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

5 164-2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

6  146-2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

7 41 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

8 3-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

9   6 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

10 13-1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

11 3-33-4 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

12 16 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

13    3 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

14   4 1-4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

15 1 1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

16  1-2 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

17 63 5 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

18 291 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

19   3-27 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

20  76 1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

21    4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

22 92 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

23  11-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

24  70-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

25   42 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

26 3-21 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

27 2 54-6 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

28  3 97 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

29 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

30    100 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

31 3 1-13 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

32 34 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

33 8-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

34    1-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

35  16-2 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

36   1-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

37     1-1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

38   7689-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

39 4-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

40 1 10 13 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

41 159-1 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

42  171 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

NO.

1



NO.

43   2 5-20 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

44     2-18-8 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

45   5-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

46   240 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

47   6-95 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

48   7-115 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

49    129 7 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

50   17 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

51   123-1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

52 20 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

53 216 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

54 50 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

55    1-867 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

56     1 103 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

57    88 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

58    2 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

59     10-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

60   2-5 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

61   71 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

62   8 8 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

63   4 3 21 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

64    17-1 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

65   2 11 11 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

66   5-1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

67   100 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

68   2 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

69   3 27 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

70   62-12B-7L 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

71  1-1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

72   16 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

73   4 20 6 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

74   1 12 26 1-6-8 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

75   28 3 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

76   57-1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

77 386 1 2 0 0 0 0

78   194 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

79   5 18 17 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

80   3-18-8 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

81   5968-2 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

82 1581   2F 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

83   1979 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

84 2 24 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

2



NO.

85   126-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

86 13-3 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

87   3033 3 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

88   4-8-30 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

89   4028 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

90   4-1-38 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

91 2509-48 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

92 19516 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

93   1995-24 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

94 313 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

95 3 15-17 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

96 3-3-10 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

97   3-2-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

98   2-8-16 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

99   2-1-1 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

100 841 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

101   2-10-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

102   445 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

103   137-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

104   188-335 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

105   3-2128-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

106   423-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

107   1-38-5 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

108   70 4 65 3-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

109   897-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

110   532-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

111   1389 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

112   70 1 65 1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

113   2651 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

114   685-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

115   5-24-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

116   6-100-1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

117   1324-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

118   937-3 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

119   2-21-1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

120   2 18-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

121   3-1-8 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

122    2-13-1 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

123   2 3-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

124    154 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

125   4-37-30 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

126    3-51-6 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

3



NO.

127   1182 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

128    1350 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

129   2-1-6 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

130   AOI 2-9-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

131   2-58 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

132    1-37-9 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

133   1-7-33 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

134    61-1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2
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